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おくの義務教育学校施設
一体型建設事業について

2020年4月 おくの義務教育学校開校

（旧奥野小と旧牛久二中）

特 徴

〇小規模特認校
・校区は牛久市内全域
・特色ある教育カリキュラム

〇ユネスコスクール認定校
・平和や国際的な連携を実践
・SDGsの取り組み

※完成イメージ



一体型建設事業とは？
現在の北校舎（旧奥野小）と南校舎（旧牛久二中）の建物等を、一体型施設として整備する。

計画の目標

・こどもたちの９年間の成長を支える学習環境を整える

・低学年から高学年まで幅広い学年を受け入れる場所をつくる

・地域と共にある学校づくりとして、学校と地域とが関わりを持てる場所を計画する

工事について

校舎の特徴

・教室からの眺望の変化で９年間の成長を実感できる環境

・インクルーシブデザイン

・図書館を学校の中心に配置しアクティブラーニングを支える

・昇降口の近くにエレベーターを設置、多機能トイレを各階適所に配置などバリアフリー動線の確保
・地域活動にも使える諸室（多目的室や地域活動室）を配置

南校舎の敷地に校舎をまとめ、1年生から9年生が一緒に学ぶことができる環境へ。令和7年完成予定

・既存校舎を最大限に有効活用するため、既存校舎については長寿命化改修を実施

・統合により不足する分については新増築を実施

・工事計画：（令和3年度）基本設計業務（令和4年度）実施設計業務（令和5・６年度）工事

・工期の確保やコスト削減のため仮校舎を建設しない



定例会での動き①

その他 基本・実施設計費 92,000千円

工事内容と費用 （単位：千円）

この内容に対し、附帯決議を提出
議会の
動き

（令和5年第1回定例会より）

※次ページに決議案の内容

出典元：学校教育課作成資料
（令和５年3月20日時点概算額）
（予算常任委員会の執行部答弁）



定例会での動き②
（令和5年第3回臨時会より）

工事請負契約の締結に係る議決

議案第53号 工期１建設工事

1,796,300千円

議案第54号 工期１電気設備工事
363,000千円

議案第53号 工期１機械設備工事

382,800千円

（令和5年第1回定例会より）

附帯決議（決議案第２号）の内容について
おくの義務教育学校の施設整備にあたり、将来に

わたって市の財政負担になることのないよう、予算
の執行にあたり、以下の事項を求めるもの。
①経費の削減や事業実施時期についての検討
②地域の核となる開かれた学校として、市民活動に
資する利用ができるような運用体制の構築

③旧奥野小の利活用については、地域住民等から
意見を聞き、奥野地区に求められる機能を整備し、
進捗状況の報告、情報共有を図ること

最小の経費で最大の効果を目
指すことは、行政組織として
当然である。

物価高騰の折、総事業費38億
円は事業内容相当である。

特色ある教育を推進し、奥野
地区の地域振興に繋げるため
計画通り進めるべき。

今後厳しい財政状況の中、将
来に渡って、市の財政負担に
なることのないようにすべき
である。

おくの義務教育学校にふさわ
しい施設整備を行うとともに

賛成討論 反対討論

（イメージ 写真AC）



令和５年10月より増築部分の
工事を開始予定。令和６年６月内装工事まで終了

令和６年夏休み以降、

既存校舎の長寿命化
改修

令和６年夏休み明け
児童及び生徒は、増築した
校舎を使用

令和7年

完成
増築部分工事 既存校舎長寿命化改修

増築校舎を利用

令和5年10月 令和6年6月以降
図面出典：学校教育課「市民説明会資料」

※工期は現時点での予定であり変更の可能性があります。



材料費の高騰などがある中、今実施する理由は？
・義務教育学校設立から6年以内（令和７年度末）に完成することで有利な国庫
補助率が適用される

・児童生徒のより良い教育現場であることを最優先に考えた結果

今後の児童生徒数を予測し、規模を縮小しては？
・小規模特認校として、今後も市内全域から児童生徒を募集
各学年２クラスを目途に計画しているため、現在の設計が必要

コストを抑えるための努力は？
・実施設計の内容について、建築士資格を有する職員が何度も精査を行っている
・フローリングや羽目板などの内装材について、特注品ではなく、メーカーの
標準品から選定をして設計

・教室や廊下など、使い分けをせず、なるべく広い範囲で使えるようにした

質 問

質 問

質 問

北校舎（旧奥野小）の跡地利用について
他自治体の事例なども調査・研究し、この地域に求められる機能を検証し、
地域の意見を踏まえながら、庁内に検討委員会を設け、検討を進めていく。

質 問

これまでの議会
において多くの
議員から質問
された内容


